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運用報告書（全体版） 

ターゲット・リターン 
戦略ファンド 

<愛称> ターゲット４Ｕ 

第５期（決算日 2022年12月26日） 
 

 

■当ファンドの仕組みは次の通りです。 
商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2017年12月21日から2027年12月24日まで 

運 用 方 針 

①主として投資信託証券への投資を通じて、実質

的に日本および先進国の債券、株式等に分散投

資します。なお、指定投資信託証券については、

資産規模、流動性、コスト等を考慮して選定し、

継続的なモニタリングを行い、必要に応じて入

れ替えも行います。 

②外貨建資産については、原則として対円での為

替ヘッジを行います。なお、先進国株式部分の

投資信託証券が投資する米ドル建て以外の通

貨建て資産については、米ドルに対する当該資

産通貨の為替変動の影響を受けます。 

③各資産への配分比率は、中期的な運用収益目標

（年率４％程度（運用管理費用（信託報酬）等

控除後）・円ベース）を目指し、当社開発のモ

デルに基づく一貫した投資判断（定量判断）に

より決定のうえ、機動的にリバランスします。 

④基準価額の下落リスクを抑制するため、純資産

総額に対して日本株式および先進国株式部分

の割合を０％まで引き下げ、短期金融資産を

50％まで保有する場合があります。 

主 要 投 資 

対 象 

日本および先進国の債券、株式等に投資する投資

信託証券 

なお、短期金融資産等に直接投資する場合があり

ます。 

主 な 

組 入 制 限 

投資信託証券への投資割合には制限を設けま

せん。 

外貨建資産への実質投資割合には制限を設けま

せん。 

デリバティブの直接利用は行いません。 

株式への直接投資は行いません。 

同一銘柄の投資信託証券への投資割合には制限

を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づき分配

を行います。 

①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分を含

めた利子、配当収入と売買益（評価損益を含み

ます。）等の全額とします。 

②収益分配金額は、委託会社が基準価額水準、市

況動向等を勘案して決定します。ただし、必ず

分配を行うものではありません。 
 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、「ターゲット・リターン戦略ファンド」は、こ

のたび第５期の決算を行いましたので、運用状況をご

報告申し上げます。 

今後とも引続きお引立て賜りますようお願い申し上

げます。 
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ターゲット・リターン戦略ファンド 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

2017年12月21日 10,000 － － － － 510 

１期(2018年12月25日) 9,817 0 △ 1.8 90.0 － 503 

２期(2019年12月25日) 10,351 0 5.4 77.2 20.5 532 

３期(2020年12月25日) 10,628 0 2.7 77.9 20.3 550 

４期(2021年12月27日) 10,792 0 1.5 63.8 10.8 566 

５期(2022年12月26日) 9,557 0 △11.4 63.8 29.2 510 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注２） 基準価額及び分配金は１万口当たり（以下同じ）。 

（注３） 債券組入比率はマザーファンドへの投資割合に応じて算出された当ファンドベースの組入比率。 

（注４） 当ファンドは投資信託証券への投資を通じて、実質的に日本および先進国の債券、株式に分散投資します。そのため、当ファンドの

コンセプトに適った指数等が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数は記載しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2021年12月27日 10,792 － 63.8 10.8 

12月末 10,786 △ 0.1 63.7 11.0 

2022年１月末 10,557 △ 2.2 64.0 20.0 

２月末 10,464 △ 3.0 64.1 9.8 

３月末 10,339 △ 4.2 78.7 － 

４月末 10,255 △ 5.0 49.1 9.8 

５月末 10,225 △ 5.3 78.0 － 

６月末 10,049 △ 6.9 63.8 10.0 

７月末 10,156 △ 5.9 63.5 － 

８月末 9,963 △ 7.7 88.4 10.4 

９月末 9,694 △10.2 63.7 10.0 

10月末 9,722 △ 9.9 78.4 10.5 

11月末 9,775 △ 9.4 47.5 20.5 

(期  末)     

2022年12月26日 9,557 △11.4 63.8 29.2 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注２） 債券組入比率はマザーファンドへの投資割合に応じて算出された当ファンドベースの組入比率。 

（注３） 当ファンドは投資信託証券への投資を通じて、実質的に日本および先進国の債券、株式に分散投資します。そのため、当ファンドの

コンセプトに適った指数等が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数は記載しておりません。 

 



基準価額の推移
（円） （百万円）
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△11.4％ 9,557円10,792円
基準価額基準価額

● 分配金再投資基準価額の推移は、2021年12月27日の基準価額をもとに委託会社にて指数化したものを使用しております。

● 分配金再投資基準価額は、収益分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の
実質的なパフォーマンスを示すものです。

● 分配金を再投資するかどうかについてはお客さまがご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税
条件も異なります。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

● 当ファンドは投資信託証券への投資を通じて、実質的に日本および先進国の債券、株式に分散投資します。そのため、当
ファンドのコンセプトに適った指数等が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数は記載しておりません。

1 ターゲット・リターン戦略ファンド

基
準
価
額
の
推
移

運用経過

ターゲット・リターン戦略ファンド

－ 2 －

02_コメント費用明細_9pt_946292.indd   202_コメント費用明細_9pt_946292.indd   2 2023/02/10   13:26:012023/02/10   13:26:01



基準価額の主な変動要因

ターゲット・リターン戦略ファンド

損保ジャパン日本債券マザーファンド、損保ジャパン外国債券マザーファンド、日本株式ETF、先
進国株式ETFおよび短期金融資産等の配分比率を機動的にリバランスしました。
リバランスにより、主に先進国債券を中心とした組入れが下落要因となり、当ファンドの基準価額
は11.4％下落しました。
なお、当ファンドでは、外貨建資産について原則として対円での為替ヘッジが行われているため為
替変動リスクが軽減されています。

● 本報告書では、ベビーファンド、マザーファンド及びマザーファンド以外のファンドを下記の様に統一して表記しています。

 ベビーファンド　  マザーファンド　  マザーファンド以外のファンド
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投資環境  

○日本債券市場
日本債券の利回りは上昇（価格は下落）し

ました。
海外金利の上昇や国内消費者物価指数の上
昇を背景とした金融政策の変更観測が根強く、
日銀が利回りの変動をコントロールしていない
20年ゾーン以降の国債利回りは概ね上昇基調
で推移しました。
2022年12月には、日銀が10年国債利回り

の変動幅を0.5％に拡大したことで、主に10
年国債を中心に利回りは上昇しました。

○先進国債券市場
先進国債券の利回りは大幅に上昇しました。
期初より、インフレ懸念を背景に米国の金
融引き締め観測が高まり、2022年３月には利
上げが開始されたことから、５月にかけて米国
債主導で利回りは大幅に上昇しました。
その後、ECB（欧州中央銀行）もインフレ
抑制に向け７月から利上げを開始し、足もとで
も金融引き締め姿勢を堅持したことから、期末
にかけて欧州債主導で利回りは一段と上昇しま
した。

（期首） （期末）
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（出所：Bloomberg）

日本債券利回りの推移
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先進国債券利回りの推移
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○日本株式市場
日本株式市場は、下落しました。
2022年３月半ばにかけては、新型コロナウ

イルスの新規感染者数の増加やウクライナ情
勢の緊迫化などを背景に下落しました。
その後、期末にかけては、米国での金融引

き締めへの警戒感や円安ドル高の動向などか
ら一進一退の展開となり、期を通して見ると日
本株式市場は下落しました。

○先進国株式市場
先進国株式市場は、大幅に下落しました。
2022年６月にかけては、主要国中央銀行

がインフレ抑制に向けて金融引き締め姿勢を
強めるとの観測や中国のゼロコロナ政策の長
期化などから、大幅に下落しました。
その後、期末にかけては、欧州圏のインフ

レ高進や英国市場混乱の一方で、市場予想を
上回る米国企業決算発表などから、大きくもみ
合い推移となり、期を通して見ると先進国株式
市場は大幅に下落しました。

（期首） （期末）
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先進国株価指数の推移

注． 期首を100として、委託会社にて指数化したものを使
用しております。
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当該投資信託のポートフォリオ

主として投資信託証券への投資を通じて、実質的に日本および先進国の債券、株式等を投資対象
とし、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行いました。
外貨建資産については、対円での為替ヘッジを行いました。
各資産への配分比率は、中期的な運用収益目標を目指し、当社開発のモデルに基づく一貫した投
資判断（定量判断）により決定のうえ、機動的にリバランスを行いました。
当期中の各資産別の主な投資行動は以下のとおりです。

○日本債券
総じて低位に組入れました。基準配分比率並みとした2022年３月・５月・10月を除き期初月か

ら期末月にかけて低位に組入れました。

○先進国債券
総じて基準配分比率並みに組入れました。期初月から2022年７月までは低位とした４月を除き基
準配分比率並みに組入れました。その後、期末月にかけては高位とした８月と低位とした11月を除
き基準配分比率並みに組入れました。

○日本株式
総じて基準配分比率並みの組入れとしました。期初月は低位とし、2022年10月までは低位とし

た３月・５月・７月を除き基準配分比率並みに組入れました。その後、期末月にかけては高位とし
ました。

○先進国株式
総じて低位に組入れました。期初月から2022年１月までは基準配分比率並みとし、その後、11

月までは低位に組入れました。期末月は基準配分比率並みに組入れました。

8ターゲット・リターン戦略ファンド
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なお、期末の組入比率は、日本債券25.1％、先進国債券40.1％、日本株式20.0％、先進国
株式9.2％、短期金融資産等5.6％です。

2021年12月27日（期首）
短期金融資産等 24.7％

バンガード・FTSE・ヨーロッパETF 4.1％

iシェアーズ・コアS&P500 ETF 6.7％

損保ジャパン日本債券マザーファンド 24.7％

損保ジャパン外国債券マザーファンド 39.7％

構成比率

2022年12月26日（期末）
短期金融資産等 5.6％

バンガード・FTSE・ヨーロッパETF 3.8％

NEXT FUNDS TOPIX連動型上場投信 20.0％

iシェアーズ・コアS&P500 ETF 5.4％

損保ジャパン日本債券マザーファンド 25.1％

損保ジャパン外国債券マザーファンド 40.1％

構成比率
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損保ジャパン日本債券マザーファンド

期を通して債券の組入比率を高位に維持しました。期末の組入比率は、99.1％です。
金利戦略は超長期ゾーンを中心にポジションを機動的に変更しました。債券種別戦略は、非国債

のオーバーウェイトを継続しました。ただし、市場リスクの高まりを背景にオーバーウェイト幅は縮小
しました。

損保ジャパン外国債券マザーファンド

期を通して債券の組入比率を高位に維持しました。期末の組入比率は、97.0％です。
金利戦略は米国と欧州を中心にポジションを機動的に変更しました。国別配分戦略はユーロ圏内

の国別配分戦略を中心にポジションを機動的に変更しました。

当該投資信託のベンチマークとの差異

当ファンドは、主として投資信託証券への投資を通じて、実質的に日本および先進国の債券、株
式等に分散投資し、必要に応じて入れ替えも行います。そのため、当ファンドのコンセプトに適った
指数等が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数は記載しておりません。以下ではマザーファ
ンドとベンチマークとの差異についてご説明します。

＜損保ジャパン日本債券マザーファンドとベンチマークとの差異＞
マザーファンドの騰落率は、NOMURA-BPI総合指数の騰落率（－4.9％）を0.1％下回りまし

た。非国債をオーバーウェイトした債券種別戦略や、2022年７月の短期的な金利低下局面で短め
のデュレーションとした金利戦略がマイナス要因となりました。

＜損保ジャパン外国債券マザーファンドとベンチマークとの差異＞
マザーファンドの騰落率は、ベンチマーク（FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ・円

ベース））の騰落率（－16.1％）とほぼ同水準となりました。米国と欧州を短めのデュレーションと
した金利戦略が、４月の金利上昇局面でプラス要因となった一方、11月の金利低下局面ではマイナ
ス要因となりました。

10ターゲット・リターン戦略ファンド

当
該
投
資
信
託
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
／
当
該
投
資
信
託
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
と
の
差
異

ターゲット・リターン戦略ファンド

－ 8 －

02_コメント費用明細_9pt_946292.indd   802_コメント費用明細_9pt_946292.indd   8 2023/02/10   13:26:152023/02/10   13:26:15



分配金

収益分配金については、基準価額の水準等を勘案し、次表の通りと致しました。なお、収益分配
に充てなかった収益は、信託財産に留保し、運用の基本方針に基づいて引き続き元本と同一の運用
を行います。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり・税引前）

項目
第５期

2021.12.28～2022.12.26

当期分配金 －

（対基準価額比率） －％

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 793

注１．「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額
です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

注２．円未満は切り捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税引前）に合致しない場合があります。

注３．当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの
収益率とは異なります。

中長期的な観点から、複利効果による資産の成長を目指すために分配を抑えるファンド
です。

11 ターゲット・リターン戦略ファンド
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今後の運用方針

ターゲット・リターン戦略ファンド

主として投資信託証券への投資を通じて、実質的に日本および先進国の債券、株式等を投資対象
とし、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行っていく方針です。
外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを行います。
各資産への配分比率は、中期的な運用収益目標を目指し、当社開発のモデルに基づく一貫した投
資判断（定量判断）により決定のうえ、機動的にリバランスを行います。

損保ジャパン日本債券マザーファンド

金利戦略、債券種別戦略、個別銘柄選択を主な超過収益源として、ベンチマークを上回る投資成
果を目指したアクティブ運用を行います。

損保ジャパン外国債券マザーファンド

国別配分戦略、金利戦略を主な超過収益源として、ベンチマークを上回る投資成果を目指したア
クティブ運用を行います。

12ターゲット・リターン戦略ファンド

今
後
の
運
用
方
針

ターゲット・リターン戦略ファンド

－ 10 －

02_コメント費用明細_9pt_946292.indd   1002_コメント費用明細_9pt_946292.indd   10 2023/02/10   13:26:162023/02/10   13:26:16



１万口当たりの費用明細

項目
第５期

2021.12.28～2022.12.26 項目の概要
金額 比率

（a）信託報酬 98円 0.965％
（a） 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率（年率）×期中の日数年間の日数

期中の平均基準価額は10,165円です。

（投信会社） （ 45） （0.439） ファンドの運用の対価

（販売会社） （ 50） （0.494） 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの
管理等の対価

（受託会社） （  3） （0.033） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価

（b）売買委託手数料 6 0.058
（b） 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料期中の平均受益権口数

有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（投資信託証券） （  6） （0.058）

（c）有価証券取引税 0 0.000
（c） 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税期中の平均受益権口数

有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（投資信託証券） （  0） （0.000）

（d）その他費用 5 0.049 （d） その他費用＝ 期中のその他費用
期中の平均受益権口数

（保管費用） （  3） （0.030） 有価証券等の保管等のために、海外の銀行等に支払う費用

（監査費用） （  1） （0.015） 監査法人に支払うファンドの監査にかかる費用

（その他） （  0） （0.004） 信託事務の処理にかかるその他の費用等

合計 109 1.072

注１．期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要
の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組
入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

注２．金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

注３．比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

注４．各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。

3 ターゲット・リターン戦略ファンド
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（参考情報）
◯総経費率
期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券

取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経
費率（年率）は1.03％です。

総経費率
1.03%

当ファンド
1.02%
当ファンド
1.02%

投資先
ファンド
0.01%

投資先
ファンド
0.01%

運用管理費用
（投信会社）
0.44%

運用管理費用
（販売会社）
0.50%

運用管理費用
（受託会社）
0.03%

その他費用
0.05%

運用管理費用
0.01%

運用管理費用以外
0.00%

（単位：％）

総経費率（①＋②＋③） 1.03

①当ファンドの費用の比率 1.02

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.01

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.00

注１．当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
注２．各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
注３．各比率は、年率換算した値です。
注４．投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。
注５．当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
注６．当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。
注７．上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは

異なります。
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ターゲット・リターン戦略ファンド 

○売買及び取引の状況 (2021年12月28日～2022年12月26日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 口 千円 口 千円  
NEXT FUNDS TOPIX連動型上場投信 132,260 271,204 80,740 159,508  

外 

国 

アメリカ 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル  
 ISHARES CORE S&P 500 ETF 546 223 701 317  
 VANGUARD FTSE EUROPE ETF 2,625 150 3,003 198  

小 計 3,171 374 3,704 516  
 
（注１） 金額は受渡代金。 

（注２） 単位未満は切捨て。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
損保ジャパン日本債券マザーファンド 217,215 309,250 220,760 313,320 

損保ジャパン外国債券マザーファンド 148,947 230,033 138,193 212,400 
 
（注１） 単位未満は切捨て。 

（注２） 金額は受渡代金。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2021年12月28日～2022年12月26日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2021年12月28日～2022年12月26日) 

当期首残高 
（元本） 

当期設定 
元本 

当期解約 
元本 

期末残高 
（元本） 

取 引 理 由 

万円 万円 万円 万円  
1,000 － － 1,000 当初設定時における取得 

 

  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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ターゲット・リターン戦略ファンド 

○組入資産の明細 (2022年12月26日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

NEXT FUNDS TOPIX連動型上場投信 － 51,520 102,086 20.0 

合 計 － 51,520 102,086 20.0 
 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

 

 

銘 柄 

期首(前期末) 当 期 末 

口   数 口   数 
評    価    額 

比   率 
外貨建金額 邦貨換算金額 

(アメリカ) 口 口 千アメリカ・ドル 千円 ％ 

ISHARES CORE S&P 500 ETF 701 546 209 27,787 5.4 

VANGUARD FTSE EUROPE ETF 3,003 2,625 146 19,323 3.8 

合 計 3,704 3,171 356 47,111 9.2 
 
（注１） 邦貨換算金額は期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により、邦貨換算したものです。 

（注２） 単位未満は切捨て。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

損保ジャパン日本債券マザーファンド 96,312 92,767 128,297 

損保ジャパン外国債券マザーファンド 129,475 140,229 204,636 
 
（注１） 単位未満は切捨て。 
（注２） 当ファンドは、当期末において、直接投資をする株式及び新株予約権証券の組入れはありません。 

 

  

親投資信託残高 



品 名：03_90045_230983_005_02_ターゲット・リターン戦略ファンド_946292.docx 

日 時：2023/2/10 13:27:00 

ページ：15 

 

－ 15 － 

ターゲット・リターン戦略ファンド 

○投資信託財産の構成 (2022年12月26日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 149,198 29.1 

損保ジャパン日本債券マザーファンド 128,297 25.0 

損保ジャパン外国債券マザーファンド 204,636 39.9 

コール・ローン等、その他 30,951 6.0 

投資信託財産総額 513,082 100.0 
 

（注１） 評価額の単位未満は切捨て。 

（注２） 当期末における外貨建純資産（47,350千円）の投資信託財産総額（513,082千円）に対する比率は9.2％です。 

 損保ジャパン外国債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建資産（1,730,394千円）の投資信託財産総額(1,803,908千円）

に対する比率は、95.9％です。 

（注３） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

 なお、当期末における邦貨換算レートは、１オフショア人民元＝18.8947円、１アメリカ・ドル＝132.33円、１カナダ・ドル＝97.13

円、１メキシコ・ペソ＝6.8368円、１ユーロ＝140.28円、１イギリス・ポンド＝159.48円、１スウェーデン・クローナ＝12.57円、

１ノルウェー・クローネ＝13.40円、１デンマーク・クローネ＝18.87円、１ポーランド・ズロチ＝30.2642円、１オーストラリア・ド

ル＝88.52円、１シンガポール・ドル＝97.49円です。 
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ターゲット・リターン戦略ファンド 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2022年12月26日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 557,447,813   

 コール・ローン等 30,082,648   

 投資信託受益証券(評価額) 149,198,330   

 損保ジャパン日本債券マザーファンド(評価額) 128,297,492   

 損保ジャパン外国債券マザーファンド(評価額) 204,636,687   

 未収入金 45,232,656   

(B) 負債 46,942,197   

 未払金 44,365,776   

 未払解約金 1,607   

 未払信託報酬 2,535,892   

 未払利息 89   

 その他未払費用 38,833   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 510,505,616   

 元本 534,147,266   

 次期繰越損益金 △ 23,641,650   

(D) 受益権総口数 534,147,266口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,557円 
 

（注１） 信託財産に係る期首元本額525,013,724円、期中追加設定元

本額12,535,719円、期中一部解約元本額3,402,177円 

（注２） 期末における１口当たりの純資産総額 0.9557円 

（注３） 期末における元本の欠損金額 23,641,650円 

○損益の状況 (2021年12月28日～2022年12月26日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 134,405   

 受取配当金 236,476   

 支払利息 △   102,071   

(B) 有価証券売買損益 △59,970,552   

 売買益 2,288,370   

 売買損 △62,258,922   

(C) 信託報酬等 △ 5,280,577   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △65,116,724   

(E) 前期繰越損益金 40,318,420   

(F) 追加信託差損益金 1,156,654   

 (配当等相当額) (   1,912,177)  

 (売買損益相当額) (△   755,523)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △23,641,650   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △23,641,650   

 追加信託差損益金 1,156,654   

 (配当等相当額) (   1,921,227)  

 (売買損益相当額) (△   764,573)  

 分配準備積立金 40,463,185   

 繰越損益金 △65,261,489   
 

（注１） 有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注２） 信託報酬等には、消費税相当額を含めて表示しております。

（注３） 追加信託差損益金とは、信託の追加設定の際、追加設定をし

た価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

（注４）分配金の計算過程（2021年12月28日～2022年12月26日）は以下の通りです。 

項 目 
2021年12月28日～ 
2022年12月26日 

a. 配当等収益(費用控除後) 144,765円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 0円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 1,921,227円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 40,318,420円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 42,384,412円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 793円 

g. 分配金 0円 

 

○お知らせ  

 
・信託期間を５年間延長し、信託期間終了日を2022年12月26日から2027年12月24日に変更するため、投資信託約款に所要の

変更を致しました（2022年３月26日）。 
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